
 

１ 想定されるモデル事業 

 

  

 

 

地域包括ケアシステム 

住まい 

生活支援 

予防 

介護 

医療 

サ高住・有料老人ホームの整備

見守り 
外出支援 
配食サービス 
家事支援（買い

物・調理・掃除・

ごみ出しなど） 
権利擁護（預貯金

の管理、契約の代

理） 

介護予防教室の開催、

生活習慣病対策 

 

【地区医師会、訪問看護ステーション、

医療・介護一体提供法人等】 

○在宅医療連携協議会 

○多職種による情報共有（ICT 活用等）

○人材育成（多職種研修） 

３年間実施 

在宅サービス等の提供 

在宅医療等の提供 

○在宅医療従事者の能

力向上(25～26 年度

実施) 

モデル事業 

調整（マネジメント・連携体制） 

【市町村】 

○地域包括ケアシステム基本方針等検討会議

○関係機関連絡会議の開催 

 

【地域包括支援センター】 

○地域ケア会議の開催 

○地域包括ケアシステム推進員の配置 

○職員の研修 

３年間実施 

○不足している生活支援サービスの

強化策の取組の実施 

＊中間支援ＮＰＯ等によるＮＰＯな

どの立ち上げを支援 

 （※注 1） 

＊地域のインフォーマルサービスの

担い手の養成研修の実施（※注 2） 

１年目 必要なサービスの分析・検討 

２年目 事業化の検討 

３年目 事業実施 

○新たな介護予防事業の実施 

＊高齢者が介護予防等に参加しやす

い、新たな取組を実施 

○生きがいづくりの取組の実施 

＊生きがい就労の場の提供 等  

１年目 事業着手 

２年目・３年目 本格実施 

○自宅の改修・バリアフリー化 

○低所得の要支援・要介護高齢者向けの住まい

の確保に向けた取組 

○公営住宅等の空き住戸を活用した福祉的なサ

ービス等の実施 

１年目 ニーズの分析・検討 

２年目 住まい対策協議会の開催・事業化の検討 

３年目 事業実施 

○家族介護者支援の実施 

１年目 事業化の検討 

２年目・３年目 事業実施 

在宅医療連携拠点推進事業 

（25～26 年度実施） 

○主治医・副主治医体制の実施 

○後方支援病院(病床)の確保 

○在宅医療の住民啓発 

３年間実施 

医療と介護の連携 

※注１：中間支援ＮＰＯは、ＮＰＯを支援するＮＰＯとして、新たな生活支援サービス等の活動を行うＮＰＯの立ち上げを支援する。 
※注 2：インフォーマルサービスの例：ＮＰＯ・ボランティアや民間事業者による家事全般（買物、掃除、洗濯等）、訪問（安否確認、話し相手）、外出、趣味活動等への参加支援、社会資源への橋渡し 等 

○ケアマネの医療知識向上

（25～27 年度実施） 

 
地域医療再生基金 

地域医療再生基金 

在宅医療連携拠点推進事業 

（25～26 年度実施） 

モデル事業について 
資料２ 


